
 

 

 

 

 

 

 

 

 

●作
つく

り方
かた

 

① 弓
ゆみ

部
ぶ

分
ぶん

の竹
たけ

を用
よう

意
い

する。竹
たけ

をナタとハンマーを使
つか

い４等
とう

分
ぶん

（幅
はば

約
やく

３～４センチメートル）程
てい

度
ど

に割
わ

る。 

② 弓
ゆみ

となる竹
たけ

の上
じょう

下
げ

に小
こ

刀
がたな

でたこ糸
いと

を巻
ま

きつけるくぼみをつける。 

③ キリで、くぼみの間
あいだ

に穴
あな

をあける。 

④ 下
した

の穴
あな

にたこ糸
いと

を通
とお

し、くぼみにたこ糸
いと

を巻
ま

きつけ、竹
たけ

をしならせた状態
じょうたい

で、上
うえ

の穴
あな

にたこ糸
いと

を通
とお

しくぼみに

しばる。 

⑤ 矢
や

部
ぶ

分
ぶん

の竹
たけ

を用
よう

意
い

する。矢
や

の太
ふと

い方
ほう

にはたこ糸
いと

をひっかけやすくするため、くぼみを付
つ

ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人
ひと

に向
む

けて撃
う

たないこと！ 

●備
び

考
こう

 

・用
よう

意
い

するもののうち、二
に

重
じゅう

線
せん

がひいてあるものは、びわ青
せい

少
しょう

年
ねん

の家
いえ

でも用
よう

意
い

できます。 

④ 下
した

の穴
あな

にたこ糸
いと

を通
とお

す→くぼみにた

こ糸
いと

を巻
ま

きつける→竹
たけ

をしならせた状態
じょうたい

で、上
うえ

の穴
あな

にたこ糸
いと

を通
とお

し→くぼみにし

ばる。 

⑤ 矢
や

の太
ふと

い方
ほう

にくぼみを付
つ

ける。 

 

③ きりで、 

くぼみの間
あいだ

に 

穴
あな

をあける。 

② 小
こ

刀
がたな

でくぼみをつける。 

●用
よう

意
い

するもの 

竹
たけ

（弓
ゆみ

部
ぶ

分
ぶん

、約
やく

１１０センチメートル）、矢
や

竹
だけ

（矢
や

部
ぶ

分
ぶん

、直
ちょっ

径
けい

1センチメートルくらい、 

約
やく

９０センチメートル）、たこ糸
いと

、ナタ、ハンマー、小
こ

刀
がたな

、キリ 

① 竹
たけ

を４等
とう

分
ぶん

程
てい

度
ど

に割
わ

る。 

【所
しょ

要
よう

時
じ

間
かん

：約
やく

６０分
ぷん

】 


